
 

地域課題（意見） 整理図 

多職種連携のネットワーク構築支援 
政策形成

への展開 

地域課題の発見 

地域づくりと地域の資源開発および連携 

①ACP（話し合いの場）導入のためのシステム構築 

（医師や包括だけでの判断ではなく、本人の意思確認が必要） 

①ケアマネジャーへの後方支援（包括が中心） 

②入院を機に問題が露呈する。 

（病院や医療機関関係者、包括等の連携） 

②民生委員等の見守りによる情報協体制の構築。 

 

①地域住民と専門職の繋がりが薄い 

①近所との関係が疎遠になっている 

（元気な時は近所の人が話し相手をしていた） 

①まわりにキーパーソンがいない 

①家族の介護力が低い ②スクリーニングが必要 

②地域包括支援センターを知らない 

（気になる人の初期段階での連絡体制をどう構築するか） 

③ゴミ屋敷 ③複合的な支援を必要とするケースがある 

③本人や家族が介入を拒む 

④本人や家族が頑なに情報を守ろうとする 

②④地域で支えるとい

う意識が低い 

③お節介が大切。 

④地域だけで解決する

のは難しい（住民の協

力意識も必要） 

 

②独居及び高齢者世帯登録などの制度の見直し 

③個人対応をするために、サービス事業所だけで人員配置などの対

応をするのは厳しい。 

③個別対応は、介護保険上やらなくてよいことである。 

①近所や地域に、見守り等インフォーマルサービスに一役買っても

らえないか。 

①近所や地域の人＋専門職の小さな会議 

①隣近所同士の交流を図る仕組みや仕掛けが必要 

④民生委員等が抱えこまずに、みんなで支えることが大切。 

④地域や友達などの結びつきが大切。 

④近所や地域でまとまって相談ができる関係性づくりが必要 

 

①フォーマルなサービスにつながっていても、地域の繋がり

を保てるような仕組みが必要。 

②民生委員への独居高齢者以外の訪問や見守り、情報提供体

制の構築。（情報量とタイミングが大切） 

④ひとり暮らしの認知症高齢者や、支援を要する高齢者のみ

の世帯に対する支援の充実が必要。 

 

④民生委員との連携

方法の検討 
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